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HITAC中小形機用対話制御システム

ES/lEXの開発
DevelopmentoflnteractiveControISYStemES/陀X
for HitachiMiddleand Sma11ComputerSYStem

HI′rAC M-220/240用オペレーティングシステムVOSl/ESの対話環境を提供する

ために,ES/IEXを中心としたプロダクト群を開発した｡ES/IEXは中小形計算機に

対する要求と将来動向を踏まえ,対話制御機能をOS基本機能と一体化した新しい考

え方に基づく対話制御システムである｡プログラミング支援エディタASPENによる

プログラム開発環境,LIMEライブラリによるユーザー財産,制御情報の一元管理機

能,定型業務,OA業務実行のためのメニューガイダンス操作機能,オブジェクト操

作形で体系化されたコマンドの直接実行機能を備えている｡また,1台の端末で同

時に複数のプログラムを実行するマルチセション機能,機密保護機能など,運用面

での機能も強化されている｡

n 緒 言

汎用計算機の使われ方として従来からあるバッチ処理,オ

ンライン処理に加え,対話処理での使用形態が組み入れられ

てから久しい｡一般的に,大中形計算機での対話処理はサブ

システムの形で実現されたいわゆるTSS(Tim白
Sharing

System)システムによるものであり,主としてプログラム開発

に使用されて発展してきた｡

一一方,小形OS(OperatingSystem)ではシステムそのものが

対話形となり,対話操作による業務処理の実行に重点が置か

れて発展してきている｡中小形OSに対する要求は簡便な対話

操作で基幹業務,OA(OfficeAutomation)業務を実行でき,

かつ本格的なプログラム開発支援環境を提供することであろ

うと考える｡VOSl/ES(Virtual-StOrageOperatingSystem

l/ExtendedSystem)1)でほ,HIl､AC中小形機用OSとしてこ

れらの要求に対応するために,ES/IEX(Extended System/

IntegratedInteractive Executive)を中核とする新しい対話

制御システムを開発した｡本論文では,その間莞思想と特長

的な機能を中心に述べる｡

8 開発思想

(1)対話指向OSの実現

従来の対話制御システムは,バッチ処理向けOSの中に対話

サブシステムを埋め込み,対話処理固有の環境を作り出すと

いう形で実現されているものが多かった｡このため,対話環

境でプログラムを実行する場合と,バッチ環境で実行する場

合とでは使い方が異なっていた｡ES/IEXの考え方は,OS機

能そのものを従来のバッチ指向から対話指向に転換し,対話

処理専用の使い方に対応するだけでなく,バッチ処理用に用

意されたジョブ,コマンドもそのまま対話の世界で使える(対

話操作で起動し,バッチ的に実行)ように図られている｡これ

は具体的には,バッチ処理環境,対話処理環境で使用するフ

ァイル,ライブラり,コマンド,ジョブ制御文などの仕様を

共通化するということである｡

(2)プログラム開発支援環境の提供

*l_卜､工r出作巾ソフトウ_L7工場

斉木吉彦* 陥∫ゐJ/z並0滋オ々J

原田千秋* cみオαん才〃のⅥ血

塩谷隆廣* 7滋丘αカ才れフSカわ/〟′ZJ

今居和男* 肋z乙")′椚〟才

プログラムの開発からテストに至る一連の作業を行なう環

境と支援プログラムを提供する｡

(3)定型基幹業務,OA業務向け対話処理環境の提供

問い合わせ,伝票発行などの定型的なEDP(ElectronicData

Processing)基幹業務を対話処理のもとで実行するために必要

操作性

●日本語メニュー及びガイダンスパネル

●日本語メッセージ

●オブジェクト操作形コマンド

●コマンドHELP機能

システム開発･保守の
生産性向上

●プログラミング支援エディタ
(ASPEN)

●ファイル操作支援(FACY)

運用横告巨

●マルチセション機能

●対話,バッチ処王里(コマンド,+CL)の
統一

ES/lEX

ES/AF
ES/HCAM

ES/SPOOL
LIME

ES/VSAM

●COBO+テストデバッグ支援(COBOL/
TD)

●+lMEライブラリによるユー

ザー財産の統一管理

●プロファイルによる対話環

境の自動設定

●機密保護機能

●オンラインとの端末共用(ES/HCAM)

●帳票配布(ES/SPOO+)

●パーソナルコンピュータとのファイル

伝送(lF什一忙X)

注:略語説明

ES/l巨X:Extended System/l[tegratedlnte｢ac什〉e ExecutlVe

ES/AFニExtended System/Adva[Ced Funct10nS

ES/HCAM:ExtendedSystem/HNABasedCommunlCatLOnSAccァssMethod
ES/SPOOL:Extended System/Sl山ta[eOuSPerLPheralOperat■0nSOnl】ne
しIME:Lib｢a｢y Management System

ES/VSAM:Extended System/VlrtUa-StorageAccessMethod
ASPEN:Advanced EdLtOr System fo｢P｢og｢ammlng Envl｢0nme[t

FACY:F】】e Access Utillty

COBOL/TD:COBO+/Test and Debugglng

粁lT-1EX:lnteractive File TransmlSS】0n Program-1EX

図I ES/′lEX対話システムの概要 対話制御システムは,ES//忙×を

中心に複数のプロダクトにより実現されている｡
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な環境,機能を整える｡またニーズが増大しているOA業務を

実行するために必要なベースとなる環境を整える｡

(4)部門処理実行環ゴ尭の提供

これまでの計算機の使い方は,センタEDP部門主導形で,

かつ多数のエンドユーザーが互いに独立に,中央の運用管理

下で使用する形態であった｡ES/IEXでは,利用部門単位にグ

ループを形成し,その中で運用管理する使用形態をも可能と

している｡

(5)ユーザーの習熟度に応じた各種操作方法の提供

計算機の利用者層の拡大に伴い,操作の習熟度にもユ】ザ

一によ-)差が生ずることは避けられない｡このため,メニュ

ーガイダンス方式による平易な操作方法を主体とL,かつコ

マンドを直接入力する操作方法をも併用できるようにして

いる｡

田 システムの概要

VOSl/ESの対話システムは図1に示すプロダクトによr)構

成され,ユーザーとのインタフェースはすべてES/IEXを介し

て行なわれる｡ライブラリはライブラリ管理システムLIME

(LibraryManagementSystem)により管理され,回線,端末

との入出力はES/HCAM(Extended System/HNA Based

ConmunicationsAccessMethod)により行なわれる｡

り)･
〈メニューバネル〉

( )+OGGING

+MASTER;事************** マ スク メ ニ
ュ

プログラム開発<メンバ操作

エテイクの起動

業務実行環境設定

業務実行

OA業務実行

メニュー番号を選択Lて下きL

画面定義を含し>

セションの終了

ユーザープロファイルとセションフ､ロファイルの定義

ワークステーション間の連鴇

コマンド文法説明

99.ユーザー業務の実行

+lL1301PFll:再衷瓦 PF12:行画面,PF23:初期画面,PF24:終了,割込:セション選択画面

入力行(l

こむ. 固くフ
くメニュ】パネル,

( )LOGGJNG

JDE〉+OP;串************** 7:ロ グラム開発*******************************

メニュー番号を選択Lて下さし､

乙聖型堕廷峯創
l. CO80L

2. FORTRAN

3. PL/Ⅰ

4. 日ASIC

5･BASRESEq

画面/プリンタ･フォーマット定義と顧訳

10, XMAPD/lF

ll XMAP

12.F-ORMAT/lF

13. K｢ORM

14, FOG2

直垂≡画
20. ASP[N

匝直∃
3D.NH[LP2ハF
3+. NHEJP2

32.NHEしP/SEF

L麺璽
40.メンハ登言責

4ト メンハ複写

42. ノンハ出力

43.メンバ表示,印刷

44.メンバ削除

45.ノンハ名,ティレクトリ変更

46.ティレクトリ情報表示,印刷

室亘画亘重囲
99.ユーザ｢固有のプログラム開発

+iL=OIP｢ll:再表示,PF12:行画面 PF23:初期画面.PF24淵丁,割込:セション選択画面

入力行(43

8 機 能

4.1操作性向上機能

(1)日本語メニューガイダンス操作機能

ユーザー業務を実行する場合に,コマンドのような特定の

文法知識を必要とすることなく,図2のように業務名を並べ

たメニューの中から選択するだけで起動できる操作方法であ

る｡また,必要な操作は日本語で表示されたガイダンスに従

って行なえばよい｡

(2)標準業務メニュー

ユーザーにとって基本的に必要な業務については,システ

ムで提供する標準業務メニュー(図3)により実行できる｡こ

のメニューは一連の作業を円滑に進められるように,タスク

オリエンテッドに構成されており,また,ユーザー国有メニ

ューも同時に組み入れることができる｡

(3)学習機能付き対話操作パネル

同一の業務を繰r)返し行なう場合,ガイダンスパネルから

入力したパラメータをシステムが学習して記憶することによ

り,ユーザーはパラメータ入力を省略して操作できるように

なっている｡

4.2 対話処理,バッチ処理共通の使用環境

コンソールから起動されるバッチ処理,ワークステーショ

固くフ 〈ガイダンスパネル〉

WS(】l HITAC D[∨+OP

+DMPRNT *************** メ ンハ表示

表示するノンハ

メンバ名 ==>卜
届惟 ==>ト
ライフうり名 ==>(･

ファイル名 ==>(･

表示牙壬式 ==>(

】:EBC【〕lK文字列

Z:16長文字軋

L6進文字列

表示するレコートの範囲

レコート数 ==>卜･一

項序番号の範囲 ==>卜･

表示先 ==>()
T ワークステーション

S スプール

印刷 *****************************

くヲ占=全メン′(>

) <空白:セションライブラリ>

<空白こ標準ファイル>

( )

出力クラス(A-Z,l-9) ==>(▲‥)

+lJ130】PFl】:再表示 P｢12:行商瓦 PF23初期画面,PF24:繋チ了.割込:セション選択画面

固くフ
くコマンド出力画面〉

メンバ表示の画面

図2 日本譜メニューガイダンス セションを立ち上げると-標準登錦されたマスタメニューが表示される(･･仙二二でメニュー番号や項目を次々に指定

することにより卜≧J一:言〕),目的の処理を実行できる(･‥互‥･)=またメニューバネルの入力行から,直接コマンドを入力Lて実行することもできるこノ
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+EN)lRN ***串***********業群実行環境設定***************半**********************

メニー⊥一審号を選もモ+て下さし･

匪麺J
卜 対話形ワークステーションハネル定義

2. P｢K定義

J画珂
=〕一 仮名漢字空理用語の作成<DICT/l｢>

ll.文字パターンの作成くDFONT/lF■>

l嘩聖些矧
20.文字プサント定義<MODE/｢NT>

Fテラテ巾衰珂
30. ライフ‾ラリ操作

亘≡車軸
99.ユーザー固有の環境設定

+=+301PFll:再表示･PF12:行画風 P｢Z3:初期画面.Pド24=終了.割1さ=セション選択画面

入力行( l

WSOI HITAC ZAIKO ********:**キ***** )LOGGING

++0日EXE **************** 業 務 実 行 ************************串*****

メニュー番号を選択Lて下さい

ジョブの実行/寿亨了

L 対話ショフの実行

2. ショフの強制終了

｢麺堕l
10.ハ･ソナショ7‾の豊吉責
Il

ハソテショフの操作

【Z.ショフ′結果の表示

画聖三エ_聖二∠堅堅竺堅工王+

20.メ･･ノセーシ履歴の画面表示

2ト メ･ノセージ屠歴のりスト出力

Lフ7イルの操作

30- ファイル操作支揺<FACY>

3l. VSAMファイル操作

32. レコートのソート

33.日本語レコートのソート

34一 ファイルのマーシ

35.日本語ファイルのマージ

36.ファイル領域の定義と削除

匡垂+
40一 データ作成くDFUT>

し∃璽
99.ユーサー業務実行

‖+1301PFJl:再表示.PFF2:行画面 PF23二初期画面.PF24:終了,割込:セション助尺画面

入力行(

㌔

綽

お≡
+OAEXEC ***************** O A 業務実行 *****************************

しこ三三二三旦垂廼塁l
l, ACE3

2. ACEII

3.[qL(RDBl)

+車重至
=〕一 グラフイ･ノク(MODE/GRF)

メニュー番号を選壬巧Lて下きし､

直垂亘夏至I
ZD.文肯管王封編集(NT[×丁2)

巨頭
30.パーソナルコンヒュータフアイル伝送=FJT-1EX)

j王室亘転萱垂画
9ヨ.ユーザー固有のOA業務実行

+lL1301PFIL:再表示.PF12:行画面,PF23:和期画面 P｢Z4:終了,割込:セション逆毛弓画面

入力行(l

申ASP *****************ASPEN 横能選択*********************

メニュー番号を選択Lて下さい

番 号 捜能説明

l メンバの編集

2 メンバの表示

コマント(

廿

フロクラム開発く

エテ丁タグ､だ動

翼一得実行1農場設定

鷲絹業キr

OA業務実ニラ

セソ1ン⊥7ノ㌢久‾7

ノニニー蕃弓を選iノr(して‾F.さ

メンハ操作.画面定義を含Lノ

ユーサーフ[】プ7イルとヤシニンフロブ7イ･レ〔′)這1我

ワークステーション間乃連‡昌

コ■アント文ノ夫説β目

再表示,｢F12:行画面,トーFZ3:も:期画面,P｢24二苧?丁.割ノ:セシーjン選寸r-5画面

凸
+COMGし+l********************** コ マ ント■ タこ法説明 **************************

メニュー番号を選手尺Lて下さし､

ACCOUNT

COMMAND

COMSYM

D[〉lCE

FCB

FILE

HARDCOPY

HARDREC

JO臼

+l臼RARY

M[MB[R

M[MORY

MESSAGE

MSGしOG

入力行〔6

K

h[

N

L

L

､H

n)

∩)

-

■

0

ト

W

rJ

W

E

T

S

J

B

T

H

T

S

O

O

W

29. VOしUME

30. VSAM

図3 標準業務メニュー タスクオリエンテッドに構成されたシステム標準の業務メニューがあり,ひと通りの作業はこのメニューの範囲で実行できる

ンから起動される対話処理は共通の環境で実行される｡すな

わち,コマンドやジョブ制御文は対話処王里,バッチ処理で共

通のものを使用でき,また,LIMEライブラリ,データファイ

ルも共通の方法で､使用できる｡

この結果,コンソールから起動したバッチジョブを,その

まま,同じ操作でワークステーションからでも起動できる｡

4.3 運用関連ヰ幾能

(1)マルチセション機能

1台のワークステーションから,独立した複数のコマンド

やジョブを同時に起動し,実行状況を監視できる(図4)｡起

動した各々のジョブをセションとして起動し,セションごと

にユーザーとの対話画面が設定される｡テレビジョンのチャ

ネノレ切換えのイメージで,図5に示すようにセション選択画

面を経由してPFK(ProgramFunctionKey)操作によりセシ

***ジョフA***

画 面

∩‖U

n
‖
‖
】

ワークステーション

セ
シ
ョ
ン
切
換
え

(
画
面
切
換
え
)

***ジョブA***

画 面

***ショフB***

画 面

***ジョフ′C***

画 面

***ショフD***

画 面

ジョブA

ジョブ■B

ジョフ■c

ジョフ■D

当該ワークステーションから実行中の四つのジョフ

図4 マルチセション機能 l台のワークステーションで最大四つの対

話ジョブを同時起動Lて実行を監;視できる｡
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M
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MM‖
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J
一
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T

M

･
〃
N
-

P

一

J
M
【
H

O

T

N

T rPL ト()了 *ホ*ホ**

‾‾‾∠‾‾‾‾-‾‾‾

lhES 事*

■ムS･■2 0*･ミミ

ミち.7MLN`うK

.〕†1SS=.ト

PAし】[ MAP

二】ノ ノ ト

-A■*･■
う､､.Jlト キ

二
ご [･-し

～×.7トニト1E｢+ミト
j ら

ASPENセション

牟 割込

WSOl セション選択画面

稼動中セシ ョ ン一覧

名ン
N
O
B
2

∃
｢
ヒ
･
+
r
ヒ

ル
脚
E
D
｡
M

粥
･
2
3

ユーザー名 ジョフ名
HけACHI

HITACト= FILEX

********

プログラム名 状態 開始時刻
10:10:20

MERGE 10:30:柑

ユーザー名 (

セション名 (
オンライン (

コマンド (

パスワード ( )

セション終了(P)()

PF2

EDPJOBセション

割込

++MERGE ***************** フ ァ イ ルのマ ー ジ ***********************

入力ファイルl

ボリューム通し番号 ==>(
ファイル実体名 ==>(

入力ファイルZ

ボリューム通し番号 ==>(
ファイル実体名 ==>(

出力ファイル

ボリューム通し番号 ==>(
ファイル実体名 ==>(

レコード長 ==>(
フロック長 ==>(
制御フィールド

位置く ト4D88>

実行形態くl:対話ジョブ,

パッチジョブの入力クラス<

=叫DATA)

lNPUT.FlJEl

】NDATA)

lNPUT.F rしEZ

OTDATA)

400 トバイト

4000)バイト

<卜4082> 汗多式
256 い(イト

)バイト

)バイト

)バイト

バッチショ7‾>

9.A-Z>

順序くA:昇版,D:降順>

(A〕

+lし1301PFll:再表永 PF12:行画面,P｢23:初期画面,P｢Z4:終了.割込:セション選択画面

割込 PF3

CUTE2セション

注依 頼

(単位:千円)

注文先 注文コード 品 名 数 量 単 価 計

日 立 ATOOl テレビ 1､000 80 80,000

日 立 AROO2 ラジオ 500 10 5,000

図5 マルチセション実行時のセション切換え方法 l台のワークステーションで画面エディタ(ASPENセション),マージのバッチプログラム(EDP+OB

セション),CUTE2オンライン(CUTE2セション)を同時に実行Lているとき,セション選択画面を経由してPFK操作により,セションを切り換えることができる｡

ヨンを切り換えられる｡セションの一つとしてオンラインプ

ログラムとの接続もできる｡

(2)ワークステーションバッチ処理機能

ES/IEXのもとでは,コンソールと同じくワークステーショ

ンから,

(a)ジョフや,コマンドのサブミット

(b)キューイングされたジョブの起動と実行監視

(C)スプーリングされたリスト出力の取出し

を指示できる(図6)｡

本機能により,利用部門単位にまとまって業務を進めると

き,図7のように部門内でコンソール的位置付けのワークス

テーションを決めた運用が可能となる｡

(3)プロファイルによる処理環境の自動設定

ワークステーションを使用するためには,その使用環境を

設定しなければならないが,それをセション立上げ時の操作
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図6 ワークステーションバッチ処理 ワークステーションから,キ

ューイングされたジョブの起動,出力ライタの起動が可能である｡



HlTAC中小形機用対話制御システムES/lEXの開発1003

で自動的に行なえる｡これは,ユーザーの資格,条件を定義

したユーザープロファイルと,コマンドやジョブ実行時の便

用条件を定義したセションプロファイルを事前に設定してお

き,通常のセション立上げ時にシステムがこれらを参照して,

ワークステーションの使用環二囁を自動的に設定するからであ

る(図8)｡

ユーザープロファイルは身分証明書に相当するもので,個

人単位に一つ定義されるのに対し,セションプロファイルは

使用環境の定義であるから,一人で複数のセションプロファ

イルをもち,業務ごとに最適の実行環境を作り出すことが可

能である｡また,複数の人が共通のセションプロファイルを

使用することもできる｡これによI),部門単位にエンドユー

ザーの使用環境を規制することもできる(図9)｡

部門A ワークステーションAl

国ヨ ジョブ入力キュー

ワークステーションA2

国営
プリンタ

匡男
部門B ワークステーション

璽ノ
ブリンク

[ニコ

J

J

J

ナ

ノ

部門A
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部門B
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ジョブの実行

′

′

′

ヽ

ヽ

′

注:¢===令 対話処理
+一 部門Aのワークステーションバッチ処理
+ト‾‾ 部門Bのワークステーションバッチ処王里

区17 部門単位のワークステーションバッチ処王里運用 部門単位

にジョブ入力キューとジョブ出力キューを固定L,ジョブ入力キューからのジ

ョブの取出しと実行,ジョブ出力キューからのリストの取出しを特定のワーク

ステーションから行なうこともできる｡
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区18 プロファイルによる使用環境の自動設定 セション立上げ操

作により,ユーザープロファイルをもとにユーザーチェックが,セションプロ

ファイルをもとに使用環j真の自動設定が行なわれる亡.
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図9 セションプロファイルの共用と複数のセションプロファイ

ルの使い分け ユーザーA,B,C,Dが一つのグル】プを構成L,使用環

境を統一するためにセションプロファイルを共用Lている｡ユーザーEは業務

E-l,業務E-2を実行するための王完境を別々のセションプロファイルにより設定

Lている｡

(4)機密保護機能

VSAM(VirtualStorage Access Me仇od),SAM(Se-

quentialAccessMethod)などのファイル単位,またLIMEラ

イブラリ中のメンバ単位に機密保護をかけることができる｡

保護はバッチ処理,対話処理間で共通に有効である｡これに

より多数のエンドユーザーが使用する運用に対しても機密を

保持できる｡

4.4 プログラミング支援エディタASPEN

ES/IEXのもとで動作するエディタASPEN(Advanced

EditorSystemforProgrammingEnvironment)には,編集

機能,ES/IEX連結機能,作業支援機能がある｡

(1)プログラム,データの編集機能

(a)ASPENコマンド

図10にASPENの編集画面を示す｡画面上でテキストを編

集する画面コマンドは,そのままの形で編集行コマンドと

しても使え,仕様を共通にしている｡

(b)行アドレスの指定

編集行コマンドでは,編集対象となる行アドレスを行番

号,文字列により指定できる｡

(C)/ヾ-ジマップによるスクロール

編集画面の下部に,図11に示すページマップと呼ぶスケ

ールを置き,現在表示中のテキストの全体の中の相対位置

を表示する｡また,スケール上任意の点にカーソルを移動

させることにより,その位置のテキストを表示できるスク

ロール機能をもっている｡

(d)複数テキストの同時編集

同一セション内で最大8個のテキストを同時に編集で

きる｡

(e)行モード編集

ASPENのほとんどのコマンドは行モードでも実行可能で

あり,したがって,画面エディタとしてばかr)でなく,行
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図II ASPENのページマップ表示 編集中のテキストの現在表示位置

をプラス記号で示す｡

エディタとしても動作できる｡

(2)ES/IEXのメニュー,コマンド呼び出し機台巨

編集中の任意の時点で中断して,ES/IEXのメニューバネル

やコマンドを直接呼び出すことができる｡これによI),編集

作業を終わらせることなく,ユティリティやコンパイルを実

行したり,ジョブをサブミットできる｡

(3)ASPEN作業環項:定義機能

編集時のオプションなど,作業環境を規定するパラメータ

をユーザー単位に定義でき,操作性の向上が図られている｡

4.5 ES/lEXコマンド機能

(1)コマンドの入力方法

コマンドは次の三通りの方法で入力でき,ユ【ザーの慣れ,

運用条件により選択できる｡

(a)ワークステーションの行画面上のコマンド入力行に直

接コマンドを入力する｡

(b)事前に作られたコマンドメニューのパネルから選択

する｡

(C)事前にPFKにコマンドを対応付けて定義しておき,

PFKを入力する｡

メニューバネル上にもコマンド人力行が設けられており,

パネルの内容だけでは不足するとき,直接コマンドを人力で

きる｡

(2)オブジェクト操作形コマンド

7き蔓
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オペレーションがSHOWの例

FルE SHOW

し旧RARY SHOW

MEMBER SHOW
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図12 オブジェクト操作形コマンド体系 コマンドはオブジェクトと

操作の組み合わせで表現される

ES/IEXのコマンドは,コンソールから入力するものもワー

クステーションから入力するものも一つの体系にまとめられ

ている｡コマンドは,

｢計算機内の対象物(オブジェクト)に対する

操作(オペレーション)+

という考え方で文法表現される(図12)｡オブジェクトは24個,

オペレーションは40個に整理されており,この組合せでコマ

ンドが構成されている｡

(3)コマンドプロシジャとJCLプロシジャ

定型化した作業を行なうために,一連のコマンドやJCL(Job

ControILanguage)をまとめて登録し,プロシジャとしたも

のをコマンド呼び出しの形で実行できる｡

同 結 言

ES/IEX,ASPEN,LIMEにより実現LたVOSl/ES対話環

境について,(1)対話処理,バッチ処理を区別しない実行環ゴ寛,

(2)ユーザーの習熟度に応じてi室択できる各種操作手段の提供,

(3)対話処理の世界で基幹EDP業務,OA業務を実行するための

支援機能の提供,といった方針を中心に,特長的な機能につ

いて述べた｡本論文で述べた機能は開発を完了し,高い評価

を得ている｡今後,OAの中核システムとして発展させるべく､

更に強化を図ってゆく考えである｡

参考文献

1)大島,外:汁L用オペレーティングシステム ▲`VOSl/ES''の開

発,日‾在評論,64,12,917～922(昭57-12)




